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　Alejandro Aravena is a leading figure in Chilean contemporary architecture. He is ex ec u tive 
di rec tor of  of an organization called Elemental, has been doing social activities by proposed 
and practice as an architect by ranging from the various conditions while capturing of policy, 
financial, and environmental climate. Their social housing have shown that the design can have a 
great value and influence to society. And They also make the reconstruction plan of constitucion.
This paper describing the Elemental's approach and methods to the problem. And I want to 
consider what can be done through the architecture and design to society actually.
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１. はじめに
(1) 背景
　21 世紀になり我々の価値感は多様化した。そして複雑
な事柄や思惑の絡んだ様々な問題に直面している。グロー
バル化したこの世界は政治、経済、金融、テクノロジーや
食べ物までもが、一国だけで完結することはない。2011
年の東電の原発問題のようにある日突然、「実は、、」と
いきなり問題が表面化し、気がつけば「無かった事にす
る」日本は独自の社会である。2011 年は信じられない災
害が日本に起こった。3.11 の東日本大震災以降、情報化
社会がもたらしたテクノロジーの進歩は信じられない程
のスピードで人々をつないだ。震災後にも見られたが対
応の速度がまるで変わった。それは政府や役所などに任
せきりだった事柄を自分たちの個人の力、団体や企業で
やってしまえばできる、という実感に繋がっているだろ
う。震災後の言いようのない閉塞感に日本の社会は覆わ
れたが、私は変わろうと動き出した新しいモーメントを
感じていた。多くの人々が自己を見つめ直す機会となっ
た。その一年前地球の裏側で起きたチリの地震後にデザイ
ンを提供し続ける彼らの様子を web 上で眺めていた。卒
業論文で取り上げたチリの建築家。彼の建築に存在する境
界は人々のプラットフォームとなり建築の形態はどこか
人間臭くもある。そのような現代的な建築と共に彼は低所
得者に向けた社会住宅を提供している。エレメンタルとい
うチームは、あらゆる専門家が集うラボとなっている。私
は今後の建築家像を考えている。自分に何が出来るのだろ
うか？そして建築に何が出来るのだろうか？
(2) 研究目的
　現代チリ建築界を牽引する建築家アレハンドロ・アラ
ヴェナ。彼はエレメンタルという組織の代表を務めてお
り、政策、金融、環境気候問題に至るまで諸々の条件を取
り込みながら、建築家としての提案と実践による社会活動
を行っている。彼らの社会住宅はデザインが社会に対して
大きな価値と影響力を持ちうることを示している。またチ
リのコンストゥティシオン市の復興計画も手がけている。
本論文は彼らエレメンタルの問題へのアプローチや手法
を記しながら実際に建築やデザインを通して社会に何が
出来るのかを考えたい。
(3) 研究方法
　本論はアラヴェナの作品が収められたいくつかの書籍
を参考に考察していく。参考文献に後述するが、特に参
考にしたのは Felipe Hernandez の「Beyond Modernist 
Masters: Contemporary Architecture in Latin America」、
南米の建築雑誌「AD」の LATIN AMERICA AT THE 
CROSSROADS という特集、MoMA の展覧会に際して発行
された「Small Scale Big Change」そして 2011 年に ToTo
出版から発行されたアラヴェナの作品集である。
本論は大きく２つ章で構成している。
　 1 つは南米における社会住宅、その背景について。ま
た現在都市の社会問題に取り組む建築家達の活動とエレ
メンタルについて。
　もう一つはアラヴェナのこれまでのインタビューや発
言とともに作品を検証しながら彼の、そしてエレメンタル
の問題へのアプローチの方法を探った。
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２. 本論
(1) ラテンアメリカの文脈を探る
a: チリについて
　軍事政権下の弾圧によりチリの建築界では、現在の 60
代は空白の世代となっている。現在 40 代のマティアス・
クロッツ、スミルハン・ラディック、アレハンドロ・アラ
ヴェナらが大きな仕事を手がける事が出来るのは、彼らが
文民政権成立以後に大学を卒業し、晴れて建築家を志すよ
うになった最初の世代だからだろう。
b: ラテンアメリカに関して
　元々南米はアメリカのコントロール下による軍事政権
に嫌気がさして来た歴史的背景がある、基本的に南米国家
は反米だろう。そして西欧からもたらされたのは国際様式
の建築であるがルイス・バラガン、オスカー・ニーマイ
ヤー、ロヘリオ・サルモナやカルロス・ラウルヴィニャヌ
エヴァさらに多くの建築家は色彩、素材そして壁へのアプ
ローチ等により国際的な評論家からおおむね評価される。
彼ら輝かしい新たなモダニストの描く都市部の未来、ブラ
ジリアのような理想像が実現される一方、南米の都市化は
進行し続ける。
　60 年代、70 年代に南米諸国は急激な都市の拡大を経験
する。当時の南米諸国の政府は欧米の戦後の住宅プロジェ
クトを模倣して移民を巨大なスーパーストラクチュアも
しくはタワーブロックで収容しようとした。実際はそれら
の住宅は農村からの出稼ぎのような不法居住者には使い
勝手が悪くうまく機能しない。むしろ彼らの不法居住者の
生活の方法のほうが柔軟な解決策を示し過剰な収容施設
の建設はスラムの悪化を招いた。
c: 社会住宅
　PREVI-Lima
６０年代後半のペルー・リマに集められた前衛建築家達
にデザインされた実験的な集合区域は不法居住の成長と
トップダウンの計画との衝突を調和させようとする先進
的な取り組みだった。変化のプラットフォームとしてデザ
インされていた。増築のための骨格、その住宅は終わり
ではなく始まりである。革新的だった。一般的な大衆住宅
の解決方法のタワーやメガブロック、それらは柔軟性が無
く、低所得の住人にとってはお金がかかり簡単に増築する
事ができない。基本ユニットは一階建てか二階建ての集合
住宅でプレハブ工法で三階建てまで増築可能、政変によ
り実現されたのは国際コンペに参加した当時の先進的建
築家の 500 軒の住宅のみで 1978 年に住民に引き渡され、
放置される。プレヴィは世間では忘れられたかもしれない
がその教訓は失われてはいない。30 年が経過し、少なく
ともラテンアメリカにおいて、住宅は増築と適応性の視点
を持って建てられるべきだと言っている。その適応とは住
まい手のニーズの変化に住宅と敷地が対応出来るという
事、そして住民の資産が増す事である。南米では住宅を数
十年かけて部分部分改善・建て増ししていくのが一般的で
progressive housing と呼ばれるのを南米の社会住宅は基
本戦略として受け入れた上での計画が重要である。
　キンタモンロイの集合住宅（エレメンタル、2003）
2003 年アラヴェナはチリ北部の都市イキケの 100 世帯
の住宅を政府の交付金で 1 世帯 7500 ドルで土地を購入
し家を建てるよう要求された。家族達は都市の中心部の土
地を購入するか、住宅を建てるかの資金は十分にあった、
両方ではなかった。エレメンタルは半分の住宅を提供す
る。水回り、トイレ、シャワーなど必要なものだけ用意し
た骨組みである。彼らは市場のルールに従う。プレヴィと
は異なり政府主導のプロジェクトではない。そしてコミュ
ニティへの参加や公共施設への利用などを考慮して、立地
条件が良い市街地の土地を用意している。資産価値が高く
なるような場所を選定しているのである。そして住宅その
ものも家族の成長によって価値を増していく。プレヴィで
さえ住宅の原型が分からなくなる程増改築が進んだが、彼
らはある程度ファサードを覆っておく事で一定の気品を
保つ。多くの社会住宅は都市の端にあり都市の中心から２
時間も離れた場所にある。ラテンアメリカでは劇的な出来
事である。
d: Small Scale Big Change
20 世紀中盤の都市計画戦略が急速な変化に適応できない
事や、住民が近隣エリア、都市の至るところで行なう増改
築によってラテンアメリカの都市の拡大は加速されてい
る。何年もの間、政府はこの自然発生する居住地を取り除
こうとしていた、通常は貧困層の人々を都市の端に追いや
る。多くの再配置計画が失敗に終わったので、貧困層の地
域に住む人々の生活状況を改善するために彼らがトラウ
マになる事も暴力の被害に会う事もない、大規模な再配置
計画の新たな戦略が練られるようになる。成功へ導く方法
は、即効性のある公共教育施設の再定義である。都市の端
に追いやる事で貧困を隠してしまうのではなく、対照的に
現在の計画では目につきやすくランドマークになる公共
の施設を挿入する事で彼らの現状を可視化させようとし
ている。これらの建物は貧困地域に利益をもたらし、以前
よりも管理の行き届いた規模でその土地のコミュニティ
の発展を促す。
21 世紀始まりに建築に関連する社会問題が増える、建築
家はもはや単純に建物のデザイナーと自身を捉えるので
はなく、むしろ変化の調整者として考えるべきである。
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(2) アラヴェナ／エレメンタル
アレハンドロ・アラヴェナは１９６７年に生まれ、軍事独
裁から民主制に移行する時代に学生生活を送る。彼は、ポ
ストモダンの時代にアルヴァロ・シザのようなモダニズム
建築に傾倒していた。また、他国の情報が入らないという
状況は自ずと、自国の文化、風土、歴史を再考するきっか
けをつくった。建築界では「自制」と呼ばれる時期であり、
ひたすら内面へと関心が向けられていた。保守的で正統な
モダニズムの教育の下で彼は一方で普通の人々の暮らし
に重きを置いた考え方、空間の構成を構想していた。大学
卒業後イタリアで自分の目と身体で建築を学び、帰国後自
身の事務所を開くが、彼いわく酷い施主に連続してあたっ
てしまったため一時的に建築を辞めている。運良くキャリ
アを取り戻すきっかけとなった住宅では自分の好きに設
計を行なった結果、それを後悔している。その後の大学施
設の設計が評価され偶然にもハーバードの客員教授にな
る。
　何故社会住宅に取り組んだのか
アラヴェナは建築の恣意 ( しい ) 性をいかに排除する
か を テ ー マ に し た ス タ ジ オ「 別 の 可 能 性 と い う こ と
（Otherwiseness）」を行なう。建築の選択肢は 1 つである
必然性はなく、別の可能性は常に存在すると彼は言う。そ
してアラヴェナは自分への羞恥心、さらに建築と向き合え
るか不安があったからこそ社会住宅を取り上げる。それま
で建築家の作家性だとかそういう類いの話にはついてい
けなかったそうだ。社会住宅に取り組むにあたって彼に
とって特に重要な人物、交通エンジニアのアンドレス・イ
アコベッリについては「彼は私に建築から、社会の仕組み
や政策、経済状態の関係する問題や課題に取り組ませてく
れた。建築よりもずっと大きなスケールの話だ。私たちは
社会の中で生きていて建築はレンズと何かの道具を提供
するけれど、問題や課題は建築に帰属するわけじゃない、
もっと大きなスケールの中にある。そして彼の見方という
のは、関連する課題を見つけ出し、具体的な知識を利用す
るというやり方だ。」インタビューで彼はそう語ってくれ
た。 
　エレメンタル
アラヴェナとイアコベッリは無知であったがために、社会
住宅の出資者を捜した。事実、彼らは、大学はもとよりチ
リ第二の石油会社コペックを確保した、それはいかにアラ
ヴェナが説得力のある人物だという事を示している。社会
住宅は社会経済的な問題だが彼らはこれらの問題にデザ
インを用いて本気で取り組み、エレメンタルのアイディア
は社会住宅をお金のかかる迷惑なものではなく投資とし
て建てる事、一連の状況を提供することで建物のユニット
を適応させて時間の経過とともに価値を増やす事が出来
る。
　公式
アラヴェナは第三世界で贅沢に行動し訓練されている。十
分に原初的に考える余裕があり、原初的な感覚はデザイン
をその関連性と単純化できない要素にまで要約し、プライ
ベートな仕事やサンティアゴのカトリック大学のいくつ
かの広く絶賛された建物の仕事を通して実行する。前進す
るよりもむしろ後退しようと試み、建築家に期待されてい
るような事でも最先端でいようとしている。そしてある公
式を示している。
アラヴェナのデザインアプローチ。椅子についての 1 枚
の布切れのありようは、建築について追求するもの (X) と
同等である。アラヴェナは X を求めて、いつも最大限の
現実性、適切性、単純性を探究している。アラヴェナは社
会住宅を経験することで、物事を常に根源的な核心に立ち
戻って考えるという手法が身に付き、それを一般のプロ
ジェクトに還元するようになる。
　アラヴェナの建築、異なるアプローチの統合
私は一度アラヴェナについて卒業論文で調べている。
“ ぎこちない境界 ” と呼ばれるアラヴェナの建築にはある
種の二面性が見てとれる。これを手掛かりとし、卒業論文
ではアラヴェナの建築に潜む何かしらのルールを探り、ア
ラヴェナの現在までの軌跡を明らかにしたが、実際に行
なったインタビューやその後の講演会の話を聞いている
とどうやら様子が違う。彼の建築には２つかそれ以上のア
プローチが見え隠れしており、それらを統合していく事で
建築を作り上げている。例えばアラヴェナの名を世界に知
らしめたシャムタワーには、もともと低層で考えていた建
物の形態と、クライアントの要求により異形の形をしたビ
ルの形態と２つアイディアがあり、その後、大きく大別さ
せれば建築に関する現実問題と人と人との関わりという
問題を解決しながら異なるアプローチは統合され偶然モ
ダニズム建築のような中身とそれとは異なるベールで包
んでいるかのような状態に行き着いた、と言える。同様に
他の作品にも異なるアプローチの統合がみえる。ここで気
をつけたいのが、そのアプローチをとる以前の問題設定で
ある。それは先述した公式が大きな意味を持っている。
　エレメンタルはベーシックなものを求めようとする。
ベーシックには芸術的な側面があり古典的でありながら
洗練されたものである。それは物事の本質を見極める事で
もあり、一つの検討事項なのである。彼らのデザインの過
程が始めて公開されたのは 2011 年のアナクレート・アン
ジェリーニ・イノベーションセンターである。
図 1. 社会住宅の問題を単純化した数式
図 2. アラヴェナのデザインアプローチを示す数式
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　体系的なプロセス
私がインタビューを行なった時に「まるで対処すべき問
題の一覧表が存在するかのようでいて避けることはでき
ない。 タワー、どのように地面と接するのか、どのよう
にタワーを切って形を整えるか、どのように空に向かうタ
ワーの先端を作るか。線状の建物や集合的な建物の問題は
何か。U 型や L 型の建物の典型的な問題は何か。建物への
入り方は何通りか。つまりいつも、どのプロジェクトにも
まず第一に確認し、次に正確で直接的な方法で答えるべき
核となる問題があるかのように計画をまとめる。」とアラ
ヴェナが述べたように、一覧表と解の X を追求する図が
示されている。
このような体系的なプロセスを踏む思考はデザイン思考
とよく似ている。それは制約があるなかで分析や直感を活
かして、創造的なアイディアを具現化する体系化された
「思考のプロセス」。ビジネスや社会のあらゆる面に適用で
きる手法として注目を集めている。そしてアラヴェナらは
体系的に問題を関連付けながら解の X を求めようとする。
そのときの展開が統合するという事である。
　多くの事を統合する
建築に力があるとすれば、多様な記述不可能な関係性を、
デザインという統合体として回答を示せるという点だろ
う。アラヴェナは語る。アラヴェナの仕事は個人の活動、
エレメンタルでの活動共に高い評価を得ている。それは同
時に極端なプロジェクトを進めていることである。制限の
ある設計と制限の少ない設計。しかし、社会住宅の仕事の
経験が生かされ、高額なコストのプロジェクトの蛇足を避
けているという。
　エレメンタルの展開
2030 年までに世界の都市人口は 30 億人から 50 億人に
なろうとしている 20 億人が貧困層以下の暮らしをするこ
とになる。この問題はつまり今後 20 年間で一週間で 100
万人が住む都市を建設し、一世帯あたり１万ドルでつくり
続けなければいけない。エレメンタルは地球規模の貧困層
のコミュニティとの経験と質の基準を共有するために「規
模と速さの戦略」に沿って行動している。そしてチリを
襲った 2010 年の震災後の復興計画については、ソーシャ
ルハウジングや公共交通や大気汚染といった問題に、どう
実効的に対峙するかという問いと本質的には同じであり
共通して求められているのは一般解だという。
　建築の外側から問題を捉え多くの事を統合する
「建築家は建築という分野の内部での操作ばかりしたが
る、しっかりと建築の外の視点で物事を理解した上でなら
ば、デザインというジャンプを経ることでより広い事柄の
統合がなされ、社会と理解を共有することができる可能性
が出る。体系的に建築から建築とは別の問題へと、そして
また建築に戻ろうとする、結局、建築が私たちが現実に仕
事をする方法だからだ。」アラヴェナは語った。
４. 結論
　21 世紀、建築に関する社会問題が今後増えていく、こ
れからの建築家はどのようにその問題に関わり解決して
いくのか。かつて都市化の問題に対処すべく不法居住の可
能性を信じたプレヴィ・リマは偉大な先見性を現代のラテ
ンアメリカに示していた。アラヴェナ、エレメンタル、彼
らにはチリという国、貧しさという現実が常に恣意性を取
り除くフィルターとして働いている。現実という選択肢し
かない。選択が限られていることは多くの創造性を生み、
不足がもたらす制限は問題を難しくするが、より適切な回
答を生む事に繋がっている。アラヴェナの極限にまで削ぎ
落した解答は物事を体系的に関連づけていきデザインを
用いて統合した結果である。このアプローチは社会住宅、
そして地方都市の災害後の復興計画といった社会的な問
題に用いられ実践されている。エレメンタルの社会住宅が
南米の他の都市でも展開が可能で復興計画の考え方も他
の都市で転用が可能である事と同じように、エレメンタル
の建築的な思考とその活動は我々に偉大な先見性を示し
ている。
アラヴェナやエレメンタルの彼らは社会住宅を通してご
く一般の人たちに建築の説明をしなければいけない。現実
的な社会問題の中であっても、住民の素直な夢、希望を建
築家が共有できたとき、「私」の境界線を越えて、建築を
通じて社会と絆を作ることが出来るのではないだろうか。
図 3. 問題を体系的に関連付けていく図
図 4.　
今後の 20 億人の貧困層の都市居住者の問題を単純化した数式
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会いや経験が出来るとも思っていませんでした。
　卒業論文、修士論文と、終始適切な助言を賜り、また丁
寧に御指導して頂いた大江先生、ありがとうございます。
副査の渡辺先生には論文指導もさることながら 2011 年の
TKD、プラント、アーキエイドといったプロジェクトを通
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